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竹
島
問
題
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

日
本
政
府
は
韓
国
が
竹
島
（
島
根
県
隠
岐
の
島
町
）
を
実
効
支
配
し
て
い
る
問
題
に
関
し
、
国
際
司
法
裁
判
所
（
以
下
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
」
と
す
る
。
）
へ
の
単
独
提
訴
を
当
面
見
合
わ
せ
る
構
え
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
と
、
「
前
回
答
弁
書
」

（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
二
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
二
二
号
）
を
起
案
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

前
回
質
問
主
意
書
で
、
『
日
本
の
立
場
と
し
て
、
堂
々
と
「
Ｉ
Ｃ
Ｊ
」
へ
単
独
提
訴
す
べ
き
で
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如

何
。
』
と
問
う
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
九
第
一
二
二
号
）
で
は
、
誠
実
に
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

改
め
て
、
当
方
の
質
問
に
対
し
、
明
確
に
答
え
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。


